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ここでは、第10章「欧米における記録管理J

(石原一則)、第11章 「欧米記録史料学におけ

る記録評価選別論の展開J(安藤正人)を取
り上げる。しかし、合評会当日は、報告者の

準備不足により充分な議論を提起できなかっ

た。そのため、今回あらためて問題を整理し

た点もあることを、あらかじめおことわりし

ておきたい。

さて、第10章は欧米における記録管理の歴

史を追いつつ、現代における記録管理の意義

を探ろうとするものである。内容もこの二つ

の主題で二分されていると考えていいだろ

う。前者については歴史的経緯の報告が中心

であるのでここでは省略し、後者を中心に考

えたい。

石原氏は、記録を保存するというのは文化

における「同一性の保持と相対化への契機」

である、という視点から記録管理の意義を見

出だそうとしている。すなわち、効率性のみ

を求め、半現用以降の視点をもたない記録管

理を批判し、評価選別を経てひろく利用され

うる社会的な存在としての史料の保存管理に

つながるべき記録管理を提唱している。言い

かえれば、記録管理と史料管理は統合される

べきであるという考え方である。両者の統合

を、上記のような視点から説明したことは非

常に興味深い。というのも、この問題は通常

は技術的側面に注目して語られる(記録管理

がきちんとなされていれば評価選別が正確か

っ迅速に行われる、など)のに対して、それ

と同時に存在する、人類が記録を必要とする

という意識面にも光をあてて理論化を試みて

いるからである。

しかし、あらためて 「記録JI記録管理」

という語の定義にたちもどると、まだ少しく

混乱があるように感じる。石原氏は、既存の

諸定義に依拠しつつも上記の側面を取り入れ

て「記録管理jを再定義しているが、実際に

は本文中でも狭義の記録管理と石原氏の考え

る記録管理とが混在している ようである。結

果として、はじめとおわりで新しい側面を強

調しつつも、その間では従来の記録管理論の

紹介にとどまっているのは残念である。

報告者の、記録と記録管理の両語の定義が

互いに依拠しあっており、定義といえないの

ではないか、という疑問に対し、石原氏を含

めた著者陣から、じつは従来の用法において

も定義(ということは概念そのものも含むか)

はまだ未整理である、という回答があった。

こうしたことも、上記のように本章において

これらの語のさすものが揺れている一因では

ないか。今後、石原氏の提示する記録管理・

史料管理の統合システムの具体像についてよ

り議論を深めていく必要があろう。

次に第11章について述べる。ここでの目的

は、評価選別システムをこれから構築すべき

日本の文書館の参考として、欧米の理論を歴

史的に考察することである。構成としては、

欧米各国における評価選別をめぐる議論を整

理・紹介したうえで、ハンス・ブームスの能

動的記録評価選別論、およびそれ以後の「新

しい波」にとくに注目する。安藤氏の評価に

よれば、ブームス理論によって、将来におけ

る価値を「予知Jして評価選別するというこ
れまでの態度から、現代社会を分析すること

によって、そこで作り出される記録の評価選

別に科学的客観性をもたせようと発想を転換

した点において、 「記録評価選別論が全く新



しい段階に入ったjという。

たしかに安藤氏の整理するように、ブーム

ス理論の提示をうけて、従来のいわば価値の

種類の議論に陥っているという行き詰まった

状態から脱皮できそうである。しかし、この

理論を実践に移そうとすると、機関の枠をこ

えた協同作戦や、社会学や歴史学として成立

しうるほどの研究がそのために必要になるこ

となど、非現実的な要素がかなり表出するこ

とも、明らかになっている。この、理論から

実践へのシフトが現実的に可能であるか否か

について、今後も検討をしていかねばならな

し、。

以上、第10章および11章を通じて、欧米の

事例の紹介というスタンスを持ちつつも、記

録管理と史料管理との関係の今後のありかた

の模索、また、 評価選別を考えていくには社

会と記録との関係の解明をめざさねばならな

いという課題など、じつは現代社会において

は国・地域をこえて共通に論じられる問題が

提起されている。報告者は、こうした問題が、

すでに 「遠い外国の話Jではない状況にきて

いること、言いかえれば、日本は彼らと同じ

土俵にあがっていることを、強く感じた。例

えば、「同時代人の評価Jという発想は、じ
つは日々の公文書の評価選別作業で無意識に

実践されているようにも思う。日本での経験

の蓄積が整理され、世界に向けて発信される

ことを期待したい。
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